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資料３－１－２ 

一般科目 科目別教員数一覧 

 

 

（出典 学生課資料） 

 

 

 

 

 

資料３－１－１  
高等専門学校設置基準（抜粋） 

 
**（中略）** 
（教員組織）  
第六条  高等専門学校には，学科の種類及び学級数に応じ，各授業科目を教授するために必要な相
当数の教員（助手を除く。次項及び第三項において同じ。）を置かなければならない。  
２  教員のうち，第十六条に規定する一般科目を担当する専任者の数は，次の各号に掲げる数を下つ
てはならない。  
**（中略）** 
四  入学定員に係る学生を四の学級から六の学級までに編制する場合は，十四人に三学級を超えて
一学級を増すごとに四人を加えた数  
**（中略）** 
３  教員のうち，工学に関する学科において第十六条に規定する専門科目を担当する専任者の数は，
当該学校に一の学科を置くときは八人，二以上の学科を置くときは八人に一学科を超えて一学科を増す
ごとに七人を加えた数を下つてはならない。この場合において，一学科の入学定員に係る学生を二以上
の学級に編制するときは，これらに一学級を超えて一学級を増すごとに五人を加えるものとする。  
**（中略）** 
第七条  高等専門学校は，演習，実験，実習又は実技を伴う授業科目については，なるべく助手に補助
させるものとする。  
第八条  専門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は，一般科目を担当する専任教員数と専門
科目を担当する専任教員数との合計数の二分の一を下つてはならない。  
 
 

（出典 高等専門学校設置基準） 
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資料３－１－３  

一般科目教員の専門分野と準学士課程の担当授業表 

 

平成24年4月1日現在 

（出典 総務課資料） 

 

 

資料３－１－４   

専門学科教員数一覧 

 

（出典 総務課資料） 
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資料３－１－５ 

専門学科教員の専門分野と準学士課程および専攻科課程の担当授業一覧 

 
  

 
備考：(S1):生産システム工学専攻1年，(S2):同2年，(K1):環境システム工学専攻1年，(K2):同2年，(SK1):両専攻1年専門共通，(SK2):同2年 

専攻科特別研究担当（有）は平成24年度の特別研究指導教員を示す 

機械概論 工学博士 准教授 古俣　和直 材料学 機械創造演習I 有 博士(工学)

工業力学 腐食防食工学 材料学(3年)

機械工学実験(4年) 生産システム工学特別実

電気工学概論(5年) 卒業研究

機械英語演習 総合演習（Ｓ２）

機械工作実習 機械工学実験(4年)

総合演習（Ｓ２） 機械英語演習

電気工学概論(4年) 近藤　司 生産工学 機械概論 有 博士(工学)

卒業研究 精密加工学 機械工作法

真空工学(S2) 形状処理工学 機械工学実験(4年)

浜　克己 知能機械工学 機械概論 3 有 博士(工学) 機械英語演習

システム工学 数値解析 機械工作実習

情報処理演習(4年) 卒業研究

自動制御 切削工学

卒業研究 川上　健作 バイオメカニクス 材料力学(3年) 有 博士(工学)

機構学 材料力学 機械工学実験(4年)

機械工学実験(5年) 卒業研究

機械英語演習 バイオメカニクス(S2)

知能機械(S2) 機械設計製図

山田　誠 精密加工学 機械工作実習 4 有 博士(工学) 材料力学(4年)

設計工学 情報処理演習(3年) 機械英語演習

機械システム設計法 機械工学通論(SK1)

卒業研究 複合創造実験

機械工作法特論 機械要素設計法

機械英語演習 生産ｼｽﾃﾑ工学特別実験

機械工学通論(SK1) 機械工学実験（5年）

教授 切明隆司 内燃機関 内燃機関 20.5 機械英語演習

（再雇用） 設計工学 エネルギー変換工学 機械創造演習Ⅰ

卒業研究 機械工学総合演習

機械概論 論理回路

機械英語演習 卒業研究

准教授 本村真治 流体工学 機械工学通論 5 技術士 助教 剱地　利昭 熱工学 機械設計製図 有 博士(工学)

機械設計製図(3年) （機械部門） 熱流体工学 複合創造実験

流体力学I 機械工学演習Ⅰ

総合演習（Ｓ２） 卒業研究

機械工学実験(5年) 熱力学

機械英語演習 機械工学実験（5年）

機械概論 機械英語演習

機械工学総合演習 熱流体力学（S2)

流体工学 機械力学 機械力学 博士(工学)

卒業研究 内燃機関 技術士

職名 氏名 専門分野 担当授業
企業経

験年数
学位・資格

機械工学科

非常勤 秋葉機四郎 31

氏名 専門分野 担当授業
企業経

験年数

専攻科特

別研究担

当の有無

職名

中村　尚彦 ロボット工学 有 博士(工学)

学位・資格

23
第１種放射線取扱主

任

専攻科特

別研究担

当の有無

祐延　悟 真空工学教授

教授 木村　彰 制御工学 エレクトロニクス入門 30 博士(情報科学) 准教授 柳谷　俊一 半導体材料工学 エレクトロニクス入門 有 博士(工学)

（再雇用） 制御工学 電気回路II

パワーエレクトロニクス 工学応用実験I

アドバンスト制御工学(S2) 半導体デバイス工学(S2)

工学応用実験I 電気回路III

卒業研究 総合演習（Ｓ２）

石井　良博 電気磁気学 エレクトロニクス入門 工学博士 電気回路演習II

磁性材料工学 電気磁気学演習 卒業研究

工学応用実験II 森谷　健二 生体工学 エレクトロニクス入門 有 博士(工学)

生産システム工学特別実験 生理機能工学 プログラミングII

電気磁気学II 計測回路工学

高周波工学 卒業研究

卒業研究 工学基礎実験I

総合演習（Ｓ２） プログラミングIII

電子工学・電子材料工学 計測工学

森田　孝 電磁界解析 エレクトロニクス入門 9 有 博士(工学) 信号処理II

電気電子回路 電気回路演習I 計測システム特論(S2)

情報伝送工学 三島　裕樹 電力ｼｽﾃﾑ工学 エレクトロニクス入門 博士(工学)

電気工学通論(SＫ1) 工学基礎実験II

総合演習（Ｓ２） 生産ｼｽﾃﾑ工学特別実験

電気回路I システム工学I

工学基礎実験II 電力システム工学(S2)

電磁波工学 電気回路Ⅳ

シミュレーション工学（S1） 電気機器

電磁波工学特論（S1） 卒業研究

卒業研究 湊　賢一 半導体材料工学 エレクトロニクス入門 有 博士(工学)

高田　明雄 電子工学 エレクトロニクス入門 有 博士(工学) 固体物理 工学基礎実験I

電子回路 電子回路II 電気磁気学I

工学応用実験II 工学応用実験II

複合創造実験 科学技術英語

電子回路III 電気磁気学演習

卒業研究 卒業研究

准教授 山田　一雅 金属物理 エレクトロニクス入門 3 博士(工学) 助教 山村　豊 情報処理 エレクトロニクス入門 博士(工学)

通信システム 工学基礎実験II

電子デバイス工学 卒業研究

卒業研究 プログラミングI

複合創造実験 デジタル回路II

工学基礎実験I 工学応用実験I

コンピュータ工学 非常勤

職名 氏名 専門分野 担当授業
企業経

験年数

専攻科特

別研究担

当の有無

学位・資格 学位・資格職名 氏名 専門分野 担当授業
企業経

験年数

専攻科特

別研究担

当の有無

修士

第１級無線技術士

第２種電気工事

士

第３種電気主任

技術者

電気電子工学科

谷村　新 北海道電力（勤務先） エネルギー工学 15

有 
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備考：(S1):生産システム工学専攻1年，(S2):同2年，(K1):環境システム工学専攻1年，(K2):同2年，(SK1):両専攻1年専門共通，(SK2):同2年 

専攻科特別研究担当（有）は平成24年度の特別研究指導教員を示す 

教授 國分　進 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸチャ 情報工学実験I 准教授 （河合　博之） 卒業研究
教育工学 論理回路 情報工学序説

論理設計 アルゴリズム
情報工学実験IV 情報工学実験IV
コンピュータ•アーキテクチャII 高橋　直樹 プログラ ミング言語論 情報工学実験IV 7 工学修士
コンピュータ•アーキテクチャI データベース プログラミング言語論
情報創造実験I データベース
情報工学実験II 卒業研究
情報工学実験III 基礎電子工学II
卒業研究 情報創造実験I

太刀川　寛 ソフトウェア工学 プログラミング演習(１年) 19 工学修士 情報工学実験II
プログラミング演習(2年) 後藤　等 量子エレクトロニクス 情報工学序説 修士(工学)
情報創造実験I プログラミングIII
情報工学実験III プログラミング演習(3年)
ソフトウェア工学 工学実験IV
情報工学実験IV 卒業研究
プログラミングI 情報創造実験I
情報工学実験II アルゴリズム
卒業研究 情報工学実験II

先名　健一 電磁波理論 情報創造実験I 1 博士(工学) 東海林智也 多変量解析 総合演習（Ｓ２） 有 博士(工学)
重力理論 情報理論 信号処理 情報工学実験IV

符号理論 プログラミング演習(4年)
卒業研究 卒業研究
数値解析論(SＫ2) 情報創造実験I
情報工学実験II 信号処理
情報工学実験IV 情報工学実験III
応用解析学I(SＫ1) 画像情報処理

藤原　孝洋 情報通信システム 情報英語演習 24.8 有 博士(工学) ディジタル信号処理(S2)
画像情報処理 プログラミング基礎(SＫ1) 助教 小山　慎哉 情報創造実験I 有 博士(工学)

ネットワーク特論(S2) プログラミング演習(4年)
情報工学通論(SＫ1) ヒューマンインタフェース
情報創造実験I 卒業研究
複合創造実験 情報工学実験II
総合演習（Ｓ２） 生産ｼｽﾃﾑ工学特別実験
情報工学実験IV 情報工学実験IV
情報創造実験I 複合創造実験
卒業研究 ディジタル通信

准教授 佐藤　恵一 教育工学 基礎工学電子I 工学修士 情報数学I
情報創造実験I 情報数学II
情報ネットワーク 今野　慎介 生体工学 情報創造実験I 2 修士(工学)
卒業研究 情報創造実験II
オペレーティングシステム 情報工学実験III
情報工学実験III プログラミング演習
情報工学実験IV プログラミング演習II

河合　博之 グラフ理論 情報創造実験I 1 博士(工学) 情報処理基礎
情報工学実験II 小西　修 公立はこだて未来大学理事（勤務先） オートマトン 博士(工学)
プログラミング演習 宮本　衛市 元　公立はこだて未来大学教授 コンパイラ 修士
プログラミングIII 由良　文孝 公立はこだて未来大学（勤務先） オートマトン

職名 氏名 専門分野 担当授業

非常勤

企業経

験年数

専攻科特

別研究担

当の有無

学位・資格 学位・資格職名 氏名 専門分野 担当授業
企業経

験年数

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪ

ｲｽ技術

情報工学科

専攻科特

別研究担

当の有無

教授 日野　誠 触媒化学 物質工学実験II:物理化学 理学博士 （准教授） 清野　晃之 高分子化学 環境システム工学特別実 有 博士(工学)

（再雇用） 物理化学III 高分子化学

物理化学II 有機材料工学

機器分析 応用物質工学実験I

卒業研究 卒業研究

鹿野　弘二 無機材料 物質工学入門 25 工学博士 物質工学創造演習

無機工業化学 機器分析

分析化学 複合創造実験

物質工学実験I リサイクル工学(K2)

物質工学通論(SK1) 宇月原　貴光 有機化学 有機化学I 有 理学博士

物質工学創造演習 物質工学創造実験

総合演習（Ｋ２） 卒業研究

セラミックス特論 有機化学II

卒業研究 機器分析

小原　寿幸 応用微生物学 総合演習（Ｋ２） 有 工学博士 構造有機化学(S1)

卒業研究 寿　雅史 電気化学 物質工学創造演習 3.1 有 博士(工学)

リサイクル工学(K2) 化学工学I

有機工業化学 化学工学II

生物化学 計算科学

環境微生物工学(SK2) 物質工学演習I

小林　淳哉 触媒化学 無機化学 2 博士(工学) 物質工学通論

材料工学入門 危険物取扱者 応用物質工学実験I

無機材料工学 卒業研究

物質工学通論(SK1) 助教 田中　孝 水環境学 物質工学入門 2 危険物取扱者

リサイクル工学(K2) 物質工学実験III:有機化学

物質工学創造演習 卒業研究

機器分析 環境汚染分析法

環境ｼｽﾃﾑ工学特別実験 非常勤 地球科学 物理化学I

卒業研究 資源地質 地球環境科学

触媒工学(K2) 資源地球科学

上野　孝 生物資源工学 設計製図 2 有 博士(農学) 蔵多　一哉 有機化学 物質工学実験III 理学博士

総合演習（Ｋ２） 情報処理I

環境生物学 情報処理II

微生物培養工学(K2)

技術論文技法

化学英語

卒業研究

リサイクル工学(K2)

准教授 伊藤　穂高 高分子化学 化学演習 1 有 博士(工学)

機器分析

応用物質工学実験II

物質工学通論(ＳK1)

物質工学創造演習

環境工学(５年)

卒業研究

職名 氏名 専門分野 担当授業
企業経

験年数

専攻科特

別研究担

当の有無

学位・資格 学位・資格

専攻科特

別研究担

当の有無

職名 氏名 専門分野 担当授業

水上　正勝

長尾　輝夫 計算科学

物質工学科

企業経

験年数

理学博士
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備考：(S1):生産システム工学専攻1年，(S2):同2年，(K1):環境システム工学専攻1年，(K2):同2年，(SK1):両専攻1年専門共通，(SK2):同2年  

 

専攻科特別研究担当（有）は平成24年度の特別研究指導教員を示す 

 

（出典 総務課資料） 

 

資料３－１－６  

各学科の学位取得者と企業経験者 

平成24年4月1日現在    

 

（出典 総務課資料） 

教授 大久保孝樹 環境工学 卒業研究 博士(工学) (准教授） 佐々木恵一 土地利用計画 環境都市工学通論 博士(工学)

衛生工学 水理学(2年) 都市計画 測量学・測量学実習(3年)

衛生工学 測量学・測量学実習(4年)

環境保全 専門英語演習

澤村　秀治 環境都市工学通論 15 有 工学修士 総合演習

コンクリート構造学(3年) 技術士・建築部門 測量学・測量学実習(2年)

コンクリート構造学(4年) 卒業研究

環境都市工学実験(4年) 計測工学

施工技術 宮武　　　誠 水文学 環境都市工学通論 3 有 博士(工学)

技術者倫理(SK1) 水文学 技術士補

コンクリート工学 水理学（4年）

複合創造実験 環境都市工学実験(5年)

技術と社会 流体力学

構造設計製図I 土木工学通論(SＫ1)

環境都市工学演習II 水理学(3年)

卒業研究 水資源工学

土木工学通論(SK1) 専門英語演習

卒業研究

総合演習

流域環境特論(Ｋ2)

助教 小玉　齊明 岩盤力学 応用地学 博士(工学)

専門英語演習 複合創造実験

構造力学(3年) 測量学・測量学実習(3年)

構造力学(4年) 環境都市工学実験(4年）

卒業研究 卒業研究

構造解析学(Ｋ2) 環境都市工学通論

平沢　秀之 橋梁工学 土木工学通論(SＫ1) 有 博士(工学) 総合演習

技術と社会 技術と社会

環境都市工学通論 専門英語演習

構造工学(５年) 情報処理演習I

構造設計製図II 地盤工学

卒業研究 技術と社会

地理 片岡　沙都紀 地盤工学 環境都市工学通論 有 博士(工学)

構造工学(4年) 測量学・測量学実習(2年)

環境都市工学実験(5年) 土質工学（3.4年）

耐震工学 環境システム工学特別実

構造設計特論(Ｋ2) 土木工学通論(SＫ1)

准教授 藤原　　　隆 交通工学 環境都市工学通論 環境都市工学実験(4年)

道路工学 卒業研究

施工管理 リサイクル工学(K2)

環境都市工学実験(5年) 永家　忠司 都市計画 環境システム工学特別実 博士(工学)

計画数理 測量学・測量学実習(2.4

技術と社会 創造デザイン演習

専門英語演習 環境都市工学通論

交通工学 環境都市工学実験

情報処理基礎 技術と社会

卒業研究 非常勤 日下　靖博 火薬学・同実験 32

山崎　俊夫 景観工学 図学 有 博士(工学)

情報処理演習II 土木学会認定

創造デザイン演習 上級技術者

景観工学

卒業研究

都市工学

企業経

験年数

(株)ｼﾞｬﾍﾟｯｸｽ北

海道営業部部

長（勤務先）

コンクリート工

学

博士(工学)

職名 氏名 専門分野 担当授業
企業経

験年数

専攻科特

別研究担

当の有無

学位・資格 学位・資格職名 氏名 専門分野 担当授業

甲種火薬取扱

責任者

１級土木施工管理技

士

環境都市工学科

渡邊　　　力 構造力学 環境都市工学通論 3

専攻科特

別研究担

当の有無

構造力学(2年)

学科 教員数

博士 修士 学士 準学士

機械工学科 11(1) 9(1) 0 0 2 1 6(1)

電気電子工学科 11(1) 10 1(1) 0 0 4(1)

情報工学科 13(2) 6(1) 6(1) 0 1 5

物質工学科 14(3) 11(2) 0 2(1) 1 6

環境都市工学科 12(1) 9 1 2(1) 0 1 4(1)

一般科目（人文） 30(17) 4(3) 11(3) 14(10) 1(1) 5(5)

一般科目（理数） 19(7) 10(2) 5(1) 5(4) 0 1(1)

※（　）内の数値は，非常勤教員数（内数）

学位
技術士

企業経験者
数
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資料３－１－７ 

 

○「函館工業高等専門学校専攻科担当教員基準」に係る申合せ  

平成 22 年 3 月 24 日  

制定  

(講義科目担当教員 ) 

第 1 条  専攻科の講義科目は，「函館工業高等専門学校専攻科担当教員基準」 (以

下「専攻科担当教員基準」という。 )第 2 条に定める資格を有する者 (以下「専攻

科担当教員」という。 )のうち，次の各号のいずれかに該当するものが担当する

ものとする。  

一  博士の学位，修士の学位，学位規則第 5 条の 2 に規定する専門職学位又は技術

士の資格のいずれかを有する者  

二  大学設置基準第 14 条の大学における教授の資格又は同基準第 15 条の准教授の

資格のいずれかに相当する資格を有すると認められる者  

2 前項第一号の博士の学位，修士の学位及び学位規則第 5 条の 2 に規定する専門

職学位については，外国において授与されたこれらに相当する学位を含むものと

する。  

3 第 1 項に定める専攻科の講義科目を担当することができる教員 (以下「講義科目

担当教員」という。 )の資格については，専攻科担当教員基準第 3 条第 2 項に定

める専攻科担当教員の資格の審査の際に確認し，同基準第 4 条第 1 項に定める専

攻科担当教員の認定の際に併せて認定するものとする。  

4 前項の認定は，毎年度実施するものとする。  

(実験科目及び演習科目担当教員 ) 

第 2 条  専攻科の実験科目及び演習科目は，すべての専攻科担当教員が担当するこ

とができるものとする。ただし，主な指導及び評価は，講義科目担当教員の資格

を有する者が行うものとする。  

(特別研究指導教員 ) 

第 3 条  専攻科の学生に対する専攻科研究論文の作成等の指導並びに 学則第 31 条

に規定する教育目標を達成するために必要な支援及び指導を行うことを目的とし

て，専攻科担当教員の中から，当該学生ごとに特別研究指導教員を置く。  

2 前項の特別研究指導教員は，主担当及び副担当の 2 名により構成し，そのうち

主担当は講義科目担当教員の資格を有する者が担当するものとする。なお，主担

当となることができる指導学生の数は，原則として各学年 2 名までとする。  

附  則  

1 この申合せは，平成 22 年 4 月 1 日から施行する。  

2 この申合せ施行の際，現に専攻科の講義科目を担当する教員については，この

申合せにより講義科目担当教員の資格を有する者として認定されたものとみなす。  

 

（出典 規程集） 
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 資料３－１－８ 

一般科目専攻科担当教員の専門分野と担当授業表（平成24年度） 

一般科目専攻科担当教員の専門分野と担当授業表
職名 氏　名 専門分野 担当授業科目 特別研究担当の有無

国語 准教授 泊　　　功 漢文教育、比較文化•比較文学 比較文学論
社会 教授 中村　和之 東洋史、歴史教育 科学技術史概論

准教授 奥平　理 都市地理学，経済地理学 マーケティング
英語 教授 奥崎　真理子 英語教育、異文化理解教育 ビジネス英語II
　　　 臼田　悦之 英語教育学 ビジネス英語演習

高橋　眞規子 英語教育学、テレコミュニケーション ビジネス英語I
化学 教授 福島　　純 無機材料化学 材料科学
生物 教授 入江　俊明 動物生理学、比較生化学 生物工学基礎

教授 佐藤　博保 金属物性学、強誘電体工学 固体物性論 有
准教授 田淵　正幸 金属物性学 金属物性論

応用数学 准教授 菅　仁志 素粒子論 量子力学，応用解析学Ⅱ

（出典　総務課資料）

応用物理

准教授

 

 

資料３－１－９ 

専攻科特別研究の指導教員の学位取得状況と研究業績一覧 

博士 修士 技術士 21年度 22年度 23年度 21年度 22年度 23年度
機械工学科 4 4 0 0 2 10 9 21 21 21

電気電子工学科 4 4 0 1 6 7 2 22 10 8
情報工学科 3 3 0 0 2 2 4 4 2 2
物質工学科 4 4 0 0 4 5 7 21 14 3

環境都市工学科 5 4 1 1 27 15 10 13 8 15
一般科目 1 1 0 0 8 8 8 11 16 4

特別研究の指導教員の学位取得状況と研究実績一覧(共著含む)

学科名
教員数(平
成23年度)

学位 論文 講演

 

平成23年度の状況    

（出典 総務課資料，函館高専紀要） 

 

資料３－１－１０ 

専攻科における実験系科目特専教授（マイスター）一覧 

氏名　 専門分野 民間企業経験年数 資格
今野　利美 機械工学　 6年教育42年
松田　博夫 土木・建築 8年官庁30年 技術士（建設部門）・コンクリート診断士
高田　公久 機械工学・経済学 39年
白戸　孝児 電気工学 27年
村上　隆 電気工学・ＩＴ技術 23年
大倉　義孝 機械工学・ＩＴ技術 27年
松館　渉 情報技術 16年 基本情報処理
奈良　哲男 土木工学 19年 技術士（河川）・畑地灌漑技士・１級土木施工管理技士
布村　重樹 土木工学 29年 技術士（総合技術管理部門・建設部門・上下水道部門）
上田　映介 機械・応用物理 35年 放射線取扱主任者
道下　斉 電気工学 23年 工事担任者：アナログ／デジタル1種
地主　卓也 機械工学・建築系 12年
大垣　晃平 機械工学 50年
鈴木　孝司 機械工学 0年教職46年
斉藤　司 機械・情報・経済 31年
筒井　育夫 電気・通信・省エネ 3年官庁37年 第2種電気主任技術者・電気管理士・熱管理士。甲種危険物取扱
稲垣　悟 機械・ＩＴ・品質管理 42年
野々村　清隆 土木工学 ２年官庁37年 技術士（建設、総合技術監理）１級技術監理、１級土木施工管理技士
前川　成男 機械工学 4年官庁36年 公害防止管理者（水質第一種）

 

(出典 専攻科PBL資料） 



平成25年度 自己点検・評価報告書 第３章 資料編 

3－8 

 

資料３－１－１１ 

教員の年齢構成 

平成２４年４月１日現在 

常勤 常勤 常勤 常勤 常勤 常勤 常勤
60以上 2 1 2 0 3 2 2 3 1 0 2 5 4 6 33
55-59 2 0 1 0 1 0 3 0 1 1 3 1 0 1 14
50-54 2 0 0 0 2 0 2 0 2 0 4 3 4 0 19
45-49 1 0 3 0 0 0 1 0 2 0 2 2 1 0 12
40-44 0 0 2 1 2 0 2 0 1 0 0 3 4 0 15
35-39 2 0 2 0 2 0 1 0 2 0 1 1 0 0 11
34以下 1 0 0 0 1 0 0 0 2 0 1 2 0 0 7

２４年度合計 (1) (1) (2) 111 (4)

※合計欄の（　）内の数値は，常勤女性教員数（内数）

11

非常勤 非常勤 非常勤

11 13 14

年齢
機械工学科

合　計
非常勤

情報工学科 物質工学科 環境都市工学科

非常勤 非常勤

一般科目（理数）一般科目（人文）電気電子工学科

非常勤

12 30 20

 

（出典 総務課資料） 

 

資料３－１－１２ 

最近5年間で本校在職中に学位を取得した教員実績 

年度 平成19年 　平成20年 平成21年 平成22年 平成23年
人数 1 0 1 1 0
備考 博士(文学) 博士(工学) 博士(理学)

東北師範大学 室蘭工業大学 岡山大学

 

（出典 総務課資料） 

 

 

資料３－１－１３ 

教員交流制度実績 

年度 平成19年度 　平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
人数 2 1 0 0 1
備考 本校から呉高専　1

八戸高専から本校　1
本校から豊橋技科大　1 本校から福島高専　1

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料３－２－１ 

 

函館工業高等専門学校教員顕彰実施要項 

平成２４年１０月１６日全部改正 

１．目的 

本校または本校を含む高等専門学校の教育活動，学生生活指導，教育・研究を通じた社会への貢献及び管理

運営の諸分野において顕著な功績を挙げた教員を表彰し，本校または本校を含む高等専門学校の教育活動等に

ついて充実と向上を図ることを目的とする。 

 

２．賞の種類 

校長賞として次の３部門の賞を授与する。勤務年数は教員交流制度により他高等専門学校・技術科学大学にお

いて勤務した期間も含む。 

（１） 教育業績賞（一般部門）・・・当該年度の１０月１日現在で本校における勤務年数が５年を超える教

員（若干名） 

（２） 若手教育業績賞（若手部門）・・・当該年度の１０月１日現在で本校における勤務年数が５年を超え，

かつ，当該年度の３月３１日における年齢が４０歳以下の教員（若干名） 

（３） 優秀教員賞・・・上記２部門の候補者のうち特に教育業績の優れた教員（各部門１名） 

校長は優秀教員賞受賞者を「国立高等専門学校教員顕彰実施要項」に基づき，当該候補者として推薦する。 

 

３．選考基準 

 本校または本校を含む高等専門学校における次に掲げる４つの活動分野において顕著な功績があったと認

められる者を選考する。また，以下の活動分野のうち特に業績のあった活動分野に重点を置いて評価すること

も可能とする。若手部門では特に今後一層の功績を挙げることが期待される者を重視する。 

① 教育活動 

② 学生生活指導 

③ 教育・研究を通じた社会への貢献 

④ 管理運営（一般部門のみ） 

 

４．被顕彰者の選考及び決定 

（１） 本校の教員は，該当すると思われる者について，推薦書（本校指定様式１，資料を添付すること）に

より教員業績評価部会に推薦する。（自薦も可とする。） 

（２） 教員業績評価部会は，教員顕彰候補者を選考し，校長に推薦する。 

（３） 校長は，運営委員会に諮り決定する。 

（４） 教員業績評価部会構成員が被推薦者となった場合は，その賞の審議に加わらないものとする。 

（５） １人の教員に対して同じ種類の賞での２年連続しての顕彰は，原則として行わないこととする。 

 

５．表彰 

（１）校長から賞状を授与する。 

（２）当該年度の教員会議の席上で行う。 

（３）内外に公表する。 

 

                                                            （出典 総務課資料） 
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（様式１） 

函館工業高等専門学校教員顕彰推薦書 

（    年度） 

 

所 属  推薦部門  

氏 名  
年齢 

（当該年度 3
月 31日時点） 

 

推薦者所属  推薦者氏 名  

推 薦 理 由 
（当該教員を選ん
だ経緯・根拠を含
め，推薦する理由
を 300 字程度で記
入すること。客観
的に証明される資
料等を添付するこ
と。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※推薦理由及び添付資料に関しては，被推薦者による記述及び提供も可とする。 

 
 

（出典 総務課資料）  
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資料３－２－２ 

函館高専教員顕彰（校長賞） 平成 23，24 年度被顕彰者一覧 

 

平成 23 年度 被顕彰者一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

（出典 運営委員会資料） 
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平成 24 年度 被顕彰者一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 運営委員会資料） 
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資料３－２－３ 

平成 23 年度校長裁量経費配分一覧（抜粋） 

 平成２３年度校長裁量経費配分一覧（抜粋）  

種目等 学科等 職 名 氏  名 申請額 配分額 備    考 

教員顕彰 一般・人文 教授 浜 克己   200,000  優秀教員賞 

機械工学科 准教授 小林 淳哉   100,000  教育貢献賞 

一般・人文 准教授 柳谷 俊一   100,000  教育貢献賞 

環境都市工学科 教授 奥崎 真理子    100,000  教育貢献賞 

機械工学科 教授 本村 真治   100,000  業績賞 

（出典 総務課資料） 

 
  

資料３－２－４ 

 

函館工業高等専門学校運営委員会教員業績評価部会要項  

 

平成 20 年 2 月 19 日  

函高専達第 19 号  

函館工業高等専門学校運営委員会教員業績評価部会要項  

(趣旨 ) 

第 1 条  この要項は，運営委員会規程第 7 条第 2 項に基づき，函館工業高等専門学校

(以下「本校」という。 )の教員業績評価に関し，必要な要項を定めるものとする。  

(審議事項 ) 

第 2 条  部会は，次の各号に掲げる事項を審議する。  

一  「国立高等専門学校教員顕彰実施要項」に定める教員顕彰に関すること。  

二  函館工業高等専門学校教員顕彰 (以下「本校教員顕彰」という。 )に関すること。  

三  その他教員の業績評価に関すること。  

(教員業績評価部会構成員 ) 

第 3 条  教員業績評価部会は，次に掲げる者をもって組織する。  

一  教務主事，学生主事，寮務主事  

二  専攻科長  

三  その他校長が必要と認めた者  

(国立高等専門学校教員顕彰 ) 

第 4 条  第 2 条第一号に定める事項及び「教員の教育業績等評価」に基づき，国立高等

専門学校教員顕彰候補者を校長に推薦する。  

(本校教員顕彰 ) 

第 5 条  第 2 条第二号に関する事項については，別に定める。  

(事務 ) 

第 6 条  教員業績評価部会に関する事務は，総務課人事係が行う。  

(雑則 ) 

第 7 条  この要項に定めるもののほか，部会の運営に関し必要な事項は部会が別に定め

る。  

附  則  

この要項は，平成 20 年 4 月 1 日から施行する。  

 

（出典 規程集） 
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資料３－２－５ 

 

国立高等専門学校機構教員表彰制度における本校教員の受賞例 

 

 
 

 

（出典 本校ウェブサイト） 
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資料３－２－６ 

平成 24 年度授業満足度調査用アンケート用紙 

 

（出典 学生課資料） 
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資料３－２－７ 

授業満足度調査評価の集計結果例 

 

 

 

（出典 学生課資料） 

 

 

 

 

 

 

資料３−２−①−４  資料３−２−①−５ 
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資料３－２－８ 

保護者による授業参観アンケートの集計結果例 

 

 

 

 

学 

年 

学 

科 

授業科目 (担当者名) 

※：特別教室で実施 

学生は真剣に授

業を受けてい

る。 

教員はよく通る

聞きやすい声で

話している。 

教員は学生が理

解できるよう配

慮して授業を進

めている。 

教員による板書

や配布プリント

は読みやすい。 
回収数 

Yes No ? Yes No ? Yes No ? Yes No ? 

1 

M 情報処理基礎(祐延)※ 6   6   6   3  2 6 

E 

電気回路Ⅰ (森田) 1   1   1   1   1 

電気回路演習Ⅰ(森田) 4   4   4   3  2 4 

J 国語(鳴海) 11   11   10  1 10  1 10 

C 物理(佐々木(淳)) 8   8   7   8   8 

Z 応用地学(小玉) 4   4   4  1 3  1 4 

2 

M 機械工作法(近藤) 3  2 5   5   2  3 5 

E 微分積分(新田) 3   3   2  1 3   1 

J ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬｰⅠ(國分)※ 2   2   2   1  1 1 

C 無機化学(小林) 6   6   6   5   6 

Z 国語演習(泊)※ 3  2 5   5   2  3 5 

3 

M 材料力学(川上(健)）              

E 計測工学Ⅰ(森谷) 2 1  2 1  2  1 2 1  3 

J アルゴリズム(後藤) 1   1     1 1   1 

C 微分積分(竹花) 2 2 1 4 1  3 1 1 3 1 1 5 

Z スポーツ科学(浦田)※              

4 

M 計測工学(山田(誠))※ 1   1   1   1    

E 高周波工学(石井) 3   3   2  1 1  2 3 

J プログラミング演習 (東海林)※ 2   2   2   1  1 1 

C 無機工業化学(鹿野) 4  2 4  1 2  3 3  2 5 

Z 水理学(宮武)※ 3   3     3 3   2 

5 

M 流体工学(本村) 6   6   5  1 5  1 6 

E コンピュータ工学(山田(一))※ 2   2   1  1 1  1 1 

J 情報英語演習(藤原(孝)) 3   3 1  2  1 4   3 

C 有機工業化学(小原) 5  1 5  1 5  1 4  2 6 

Z 応用数学Ⅱ(菅)              
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（出典：学生課資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《感想から》 

１．肯定的な内容 

○とてもわかりやすい授業でした。 
○とてもしんけんな姿を見れてよかった。 

○楽しい授業でした。 

○とても分かりやすく，あきさせない！良い授業と受講態度でした。 
○学生への細かな配りょがあり，素てきな授業でした。 

○誰が聞いてもとてもわかりやすい授業でした。 

○ポイントを明確にしているところが良かったと思います。 
○学生さんたちが楽しそうに授業を受けていて，とてもよいふんいきでした。 

○エクセルについてでしたが，パソコンの配置・内容すべてにおいてめぐまれた環境での授業でした。 

○授業内容の説明や板書が非常に行き届いている印象を受けました。学生の態度も積極的に感じられました。 
○真剣に授業を受けていて，感心しました。 

○昨年の授業参観の時はあまりにも私語が多くひどいという感じに思えたが，今回は静かで生徒も授業をきちんと 

 受けているように思いました。この差は学年の違いなのか，先生の違いでこうなのか？ 
○みんなよく発言し，楽しくわかりやすい授業でした。 

○私にはムズカシすぎてよくわからない授業でしたが，生徒は一生けん命ノートをとっていて頑張ってるなと感じ 

 られました。 
○ある先生の授業をみたかったので楽しめました。中学とは違うので授業はとても難しかったですが…。 

○親の私が聞いても楽しいと思えました。 

○昨年とはまったく様子がちがい，おどろきました。大変立派な授業態度です。とても難しいことを学習している 
 んですね。みなさんがんばってください。 

○難しいなと思いました（学生たちは難しい内容に取り組んでいるのですね…）。 

○学生たちのプレゼンの様子を初めて見せていただき，とっても興味深いものでした。準備も含め，時間・手間を 
 かけて，チームワークも生み出されていたようです。まだまだ伸びしろのある学生たちのこれからの頑張りに期 

 待できます。 

○皆さんとてもまじめに授業を聞いていて好感が持てた。これからも頑張ってほしい。 
○授業を楽しそうという言葉がふさわしいかどうかわかりませんが，調べたことを人に伝える力を養う授業，グル 

 ープごとに，知恵を出し合いくふうしているのがとても感じとれた授業でした。 

 
２．問題点を指摘する内容 

●生徒がうるさい。 

●遅刻してくる学生，多過ぎ。物質・情報何も指導していないのですか？ 
●遅刻者が多いと感じました。携帯の音が授業中鳴ったので，マナーやモラルを学生はもっともった方がよいと思 

 います。 

●特に意味がわからないに二重まる。 
●後方の一部の学生が雑談をしていて授業を聞いていなかった。 

●昨年は天気が良いせいと思ったが，今年は曇りにもかかわらず教室が暑いと思った。もう少し室温を下げても良 

 いと思う。 
●学生は外来者にあいさつ位した方がよいでしょう。 

●教室にはなんとなく入りにくいです。 

●ときどき聞き取りにくい。 
●とても真けんに授業を受けていたが，一部おしゃべりをする子もいたので少しがっかりした（昨年より少しざわ 

 ついているような…）。 

●授業にあきて身が入らない子もいたのが残念です。机の上にいらないものが多すぎ。 
 

 



平成25年度 自己点検・評価報告書 第３章 資料編 

3－19 

資料３－２－９ 

授業観察シートの記入例 

 

（出典：FD委員会資料） 
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資料３−２−１０ 
 

改正高専設置基準に基づく新しい教員組織に対応した 

函館工業高等専門学校における教員の資格基準 
１．  
２． 教員の資格（平成 19 年 4 月２日付け以降に各職種に発令される新任者） 
（１）教授（Professor） 

改正高専設置基準に定められた教授の資格を有し，次の各項目の全てに該当する者 
１）次の学位または資格を有すること 

イ）専門学科および一般科目理数系にあっては，博士の学位（同等の専門職学位を含む），技術士等の資格また
は相応しい優れた業績 

ロ）一般科目人文系にあっては，博士または修士の学位（同等の専門職学位を含む），相応しい資格または業績 
２）専門分野における特に優れた教育または研究業績を有すること 
３）函館高専における教育を担当するに相応しい教育上の能力，組織を運営し統括する能力を有し，教育，学生指

導，研究，地域・産学連携に熱意を有すること 
（２）准教授（Associate Professor） 

改正高専設置基準に定められた准教授の資格を有し，次の各項目の全てに 
該当する者 

１）教授の資格に相当する学位，資格等または業績を有すること 
２）専門分野における優れた教育または研究業績を有すること 
３）函館高専における教育を担当するに相応しい教育上の能力を有し，教育，学生指導，研究，地域・産学連携に熱

意を有すること 
（３）講師（Lecturer） 

特段の必要性がある場合を除き，常勤の講師はおかない。 
ただし，常勤の講師をおく場合は次のとおりとする。 
改正高専設置基準に定められた講師の資格を有し，次の各項目の全てに該当する者 
１）教授の資格に相当する学位，資格等または業績を有するか，またはそれを取得する見込みが極めて高く，次の学

位等を有すること 
イ）専門学科および一般科目理数系にあっては，修士の学位（同等の専門職学位を含む），相応しい資格または業績 
ロ）一般科目人文系にあっては，相応しい学位，資格または業績 

２）専門分野における優れた教育または研究業績を有すること 
３）函館高専における教育を担当するに相応しい教育上の能力を有し，教育，学生指導，研究，地域・産学連携に熱

意を有すること 
（４）助教（Assistant Professor） 

改正高専設置基準に定められた助教の資格を有し，次の各項目の全てに該当する者 
１）教授の資格に相当する学位，資格または業績を有するか，またはそれを取得する見込みが高く，次の学位等を有

すること 
イ）専門学科および一般科目理数系にあっては，修士の学位（同等の専門職学位を含む），相応しい資格または業

績 
ロ）一般科目人文系にあっては，相応しい学位，資格または業績 

２）専門分野における教育または研究業績を有すること 
３）函館高専における教育を担当するに相応しい教育上の能力を有し，教育，学生指導，研究，地域・産学連携に熱

意を有すること 
 
次の各項目の何れかに該当する者を助教とする場合には，任期を付すものとする。任期は３年とし，審査に基づき１

回に限り更新できるものとする。 
１）教授の資格に相当する学位，資格または業績は有しないが，それを取得する見込みが高い者 
２）教育に関する経験（ポスドク，ＴＡ等の経験を含む）がなく，教育上の能力を見極める必要のある者 

 
任期を付した助教を任用した場合，任期満了時（あるいは必要に応じて任期途中）の審査は，教員選考委員会におい

て実施する。 
審査基準と任期満了時の処遇等については，以下のとおりとする。 
１）任期途中での審査は，当該助教が所属する学科等の主任からの申し出により実施する。ただし，その申し出は，

任期満了の７ヶ月前を過ぎてはならないものとする。 
２）任期満了に伴う審査は，当該助教が所属する学科等の主任からの申し出の有無にかかわらず，任期満了の６ヶ月

前に実施する。 
３）学位，資格または業績の取得に関する審査においては，それを取得したか，任期満了時点までに取得することが

確実である場合（証明書等の明確な裏付け資料が必要）において，合格とする。 
４）教育上の能力に関する審査においては，明確な裏付け資料等に基づいて「能力がある」と評価される場合に，合

格とする。 
５）合格となった場合には，任期を付さない助教として継続任用する。 
６）不合格となった場合には，その決定に対する異議申し立て（不合格通知後 2 週間以内）とそれに対する審査（異

議申し立て受領後 1 ヶ月以内に審査結果を決定）を経た上で，それが確定した場合において，任期満了時点で解
雇する。 
ただし，函館高専における教育を実施する上で特に必要があると判断され，また当人の同意がある場合におい
ては，助手（または技術職員）として任用を継続することができるものとする。 

（５）助手（Assistant） 
特段の必要性がある場合を除き，助手はおかない。 
ただし，助手をおく場合は次のとおりとする。 
 
改正高専設置基準に定められた助手の資格を有する者（以下に該当する者） 

・ 学士もしくは短期大学士の学位または準学士の称号を有する者 
 

（出典  総務課資料） 
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資料３−２−１１ 

函館高専における教員公募要項例 
 

函館工業高等専門学校一般科目（理数系）数学教員の公募 
 
１．職名及び人員： 准教授又は助教 １名 

２．所属学科： 一般科目（理数系） 

３．専門分野： 理学・工学系における数学に関連する分野 

４．担当予定教科：数学及び応用数学（高等学校から大学工学部程度までの内容） 

５．応募資格：  

    （１）修士以上の学位を有するか取得見込みの方，又は教育もしくは研究において同等の実績

を有する方 

    （２）高専における教育，研究，学生指導及び学生支援に理解と熱意のある方 

     ※ 本校は第３次男女共同参画基本計画，第４期科学技術基本計画及び国立高等専門学校機構

男女共同行動計画に基づき，女性研究者の増加を目指しておりますので，女性の方の応募を

大いに歓迎します。      

６．採用予定日：平成２４年１２月１日～平成２５年４月１日の間のなるべく早い時期 

７．応募期限： 平成２４年１０月３１日（水） 

８．提出書類： 

    （１）履歴書（本校様式，写真貼付） 

    （２）教育・研究業績目録（本校様式） 

    （３）研究業績概要（Ａ４，1200 字以内でこれまでの教育・研究業績全般について記述のこ

と。書式自由） 

    （４）教育・研究に関わる著書，論文等の原本又は写 １部 

    （５）教育，学生指導および管理運営等に関する実績（本校様式） 

    （６）高専における教育・研究・学生指導等に関する抱負（Ａ４版，2000 字以内，書式自由） 

    （７）参考意見を求めることのできる方２名の氏名，所属，住所，連絡先 

９．問い合わせ先： 

   〒042-8501  函館市戸倉町 14 番 1 号 

   函館工業高等専門学校 一般科目理数系主任 新田 一夫 

   TEL&FAX： 0138 (59)6369 (直通)   E-mail： nitta@hakodate-ct.ac.jp 

※  高専は業務内容において大学と異なる点がありますので，十分ご理解の上ご応募くださ

い。なお，本校の概要，業務内容および公募についての詳細は，下記ホームページをご覧

下さい。応募書類は，ホームページからダウンロードできます。 

      本校ホームページ： http://www.hakodate-ct.ac.jp/ 

公募ホームページ： http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-ｇ/koubo.htm 

    ※ 独立行政法人化により，地方公務員からの応募の場合は，従前の取扱いとは異なります。 

   退職手当，賞与，休暇等については，民間企業からの採用と同様の取扱いとなりますので， 

   特にご注意下さい。 

10. 書類提出先： 

〒042-8501  函館市戸倉町 14 番１号 

   函館工業高等専門学校 校長 岩熊 敏夫 

   書類提出に関する連絡先：函館工業高等専門学校 総務課総務事務グループ（人事担当） 

                             TEL: 0138 (59)6313 (直通) 

                             FAX: 0138 (59)6310  

    ※ 封筒に「一般科目理数系教員応募」と朱書きの上，書留で郵送願います。 

11. 選考方法  

    （１）書類審査 

    （２）面接及び必要に応じて模擬授業（実施時期は，１１月を予定しております。書類審査

後，候補者に連絡いたします。なお，面接のための旅費は，個人負担となります。） 

（３）結果通知（決定後，速やかに行います。） 

（出典  総務課資料） 
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（出典  総務課資料） 
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資料３−２−１２ 

 

教員人事（内部昇任）に関する手続きについて 

 

校長裁定：平成１４年２月２６日 

改    正：平成１４年４月３０日 

一部改正：平成１９年４月 １ 日 

一部改正：平成２０年４月 １ 日 

 

  平成 13 年 7 月より，国立高等専門学校の教授及び助教授（現 准教授）についての選考の権限

が，文部科学大臣から校長に委任されました。これは，全国の高専が一律・横並びに進むことか

ら脱却して，各高専が特色ある発展を目指すための改革の一環ということができます。これを機

会に，本校の教育について特色ある発展を目指して，教員人事(内部昇任)に関する手続きを次の

とおり定めます。 

 

１．従来，文部科学省の審査委員会では，著書・論文等の｢研究｣内容を中心に評価されて 

いたと思われるが，今後は｢研究｣のみならず，「教育」，「課外活動等の学生指導」，「校務

分掌担当状況」，「その他の貢献」等も考慮し，総合的に評価する。 

２．内部昇任に際しては，「研究」，「教育」，「課外活動等の学生指導」，「校務分掌担当状 

況」，「その他の貢献」の各項目について評価の基準を設定し，それに基づいて評価を行う。 

(２) 内部昇任に際しては，いくつかの最低基準を設ける。 

３．内部昇任の発議は，教員選考部会が行う。 

４．選考に際しては，次の資料を参考とするものとし，教員選考部会の座長が当該学科の選考 

委員に対して資料の作成及び取りまとめを依頼する。 

    (1) 「教員業績調査表」（昇任候補者が校長宛提出済のもの） 

    (2) 「教員選考資料要約（推薦書を兼ねる）」(学科の選考委員作成)（フォ－マットⅠ） 

    (3) 「自己推薦書」（昇任候補者作成） 

    (4) 「履歴書」（昇任格候補者作成） 

５．校長は，教員選考部会においてなされた審議を参考にして，各項目について審議経 

  過をまとめる。 

６．校長は，フォ－マットⅡをもとに，当該昇任候補者に関する最終的な総評を行い昇任 

  の可否を決定する。また，その結果を「フォ－マットⅢ（総括および結論）」にまとめる。 

７．校長は，選考に際して教員選考部会委員以外の主事，各種委員会委員長等の意見を 

  求めることがある。 

８．教員選考部会において審議されたすべての候補者についてのフォ－マットⅠ～Ⅲは当委員 

会の記録として保存する。 

 

（出典 総務課資料） 
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資料３−２−１３ 

非常勤講師任用数・単位数 

 

（出典：学生課資料） 
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資料３−２−１４ 

函館高専非常勤講師任用に関する申し合わせ 

 

 
（出典：規程集） 

 

 

○函館工業高等専門学校非常勤講師任用に関する申し合わせ  

昭和 62 年 7 月 6 日  

函高専達第 1 号  

 

(趣 旨 )  

1 函 館 工 業 高 等 専 門 学 校 (以 下 「本 校 」という。 )における非 常 勤 講 師 の任 用 については，教 育 効

果 の向 上 と人 事 管 理 等 適 切 に行 うため，この申 し合 わせによるものとする。  

(任 用 基 準 )  

2 非 常 勤 講 師 は，優 れた識 見 をもち，本 校 の教 育 方 針 に添 つた教 育 指 導 のできる者 で，次 に該 当

するものとする。  

(1)  高 等 専 門 学 校 設 置 基 準 (昭 和 36 年 8 月 30 日 文 部 省 令 第 23 号 )に定 められた講 師 以 上

の資 格 を有 すること。  

(2)  69 歳 未 満 (各 年 度 の 4 月 1 日 現 在 )であること。  

(3)  心 身 ともに健 全 であること。  

(任 用 方 法 )  

3 任 用 は選 考 により行 う。  

(1)  選 考 は，年 次 計 画 に基 づき作 成 された任 用 候 補 者 名 簿 の中 から，校 長 が行 う。  

(2)  任 用 候 補 者 名 簿 は，教 務 主 事 が学 科 主 任 等 の協 力 を得 て作 成 するものとする。  

(選 考 書 類 )  

4 選 考 に必 要 な書 類 は，次 に掲 げるものとする。  

(1)  履 歴 書 (教 育 指 導 歴 ，研 究 歴 を含 む )  

(2)  その他 必 要 と認 める書 類  

(特 例 )  

5 特 別 な事 情 により，この申 し合 わせにより難 い場 合 は，校 長 は別 段 の取 扱 いをすることができる。  

(事 務 )  

6 事 務 は，総 務 課 人 事 係 で処 理 する。  

附  則  

この申 し合 わせは，昭 和 62 年 7 月 6 日 から施 行 し，昭 和 63 年 4 月 1 日 から適 用 する。  

附  則  

この規 程 は，平 成 18 年 4 月 1 日 から施 行 する。  
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資料３−２−１５ 

非常勤講師任用に係る打ち合わせ会議議事録 

 

（出典  平成23年度非常勤講師任用に係る打合せ会議  議事録） 

 

 

  平成２３年度非常勤講師任用に係る打合せ会議について 
 
日   時  平成２３年 １月 ７日（金） １４時３０分～１５時２５分 
場   所  共用会議室 
出 席 者  岩熊校長（オブザーバー） 

切明教務主事，浜専攻科長 
       学科主任（祐延，木村，太刀川，鹿野，藤原（隆），松代，福島），臼田 
       小林学生課長，柄澤学生課長補佐，芳賀総務課専門職，守谷学務事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ員 
（議  事） 
◎ 平成２２年度非常勤講師の申請について 

資料に基づいて各主任から以下のとおり説明があった。 
  
 １．一般科目（人文系）について 
  松代一般科目（人文系）主任から，以下のとおり説明があった。 
  ○国語 
   継続者３名（１６単位分）を申請する。 

○社会 
 継続者３名（４単位分）を申請する。 
○倫理学 
 新規１名（１単位分，採用実績有り）を申請する。 
○英語 

  継続者４名（３０単位分）を申請する。（臼田教員より） 
   ２３年度は，電子教材（ＣＡＬＬシステム）の保証期間が切れる初年度のため，    ２２年度同

様常勤教員にゆとりを持たせ，トラブル等に対応できる態勢でありたい。 
 ○ロシア語 
  継続者１名（２単位分）を申請する。 

○スポーツ科学 
  継続者３名（１５単位分）を申請する。 
２．一般科目（理数系）について 
 福島一般科目（理数系）主任から，以下のとおり説明があった。 
○数学 

   継続者４名及び新規２名（３６単位分）を申請する。  
佐藤友信教員の病状が安定しないため２２年度より４単位増で申請する。 

○理科 
継続者（物質工学科での採用実績有り）１名（４単位分）を申請する。 
 

３．機械工学科について 
  祐延学科主任より，継続者１名（本科５単位，専攻科２単位）及び，現在マイスターとして本校で指導

を行っている元技術職員１名（本科２単位分）を新規に申請する旨の説明があった。 
 
４．電気電子工学科について 
  木村学科主任より，三島先生の教員交流に伴い北海道電力株式会社の２名（４単位分）を新規に申請す

る旨の説明があった。 
 
５．物質工学科について 

鹿野学科主任より，継続者２名（本科４単位分，専攻科２単位分）及び，現在本校教員１名（本科３
単位分）を新規に申請する旨の説明があった。 

 
６．環境都市工学科について 
  藤原学科主任より，継続者１名（１単位分）を申請する旨説明があった。 
 
７．留学生について 

 切明教務主事から，継続者１名（６単位分）を申請する旨の説明があった。当該教員については，申し
合わせにある年齢制限を越えているが，後任にふさわしい方を探してもらっており，留学生の心情を踏ま
え２４年度は現非常勤講師と新規非常勤講師の２名態勢で授業を担当し，徐々に新規非常勤講師へ交代し
ていくことを予定している旨の説明があった。 

 

以上，各々の説明があった後，１月２４日の運営委員会までに校長が判断することとなり，申請のあった

非常勤講師全員を任用候補者とすることが認められた。 

 

なお，校長から来年度以降の非常勤講師任用に係る打合せ会議は年度の早い時期（前期のうち）に行うこ

と，また，女子学生に配慮してスポーツ科学の非常勤講師に女性を任用することなどが提案された。 
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資料３−３−１ 

事務職員の配置と業務 

事務職員の配置と業務 平成２４年４月１日現在

主な所管業務（係・担当)

　 評価に関すること （JABEE, 認証
評価を含む)運営組織改革に

　 関すること

※企画室長併任 　

庶務業務

　

研究協力、地域協力、知的
財産及び公開講座に関すること

　

人事に関すること、共済
に関すること

図書及び情報管理に関すること

予算管理、旅費、決算、収入、
支出、給与に関すること

物品・契約、
財産管理に関すること

施設関係契約、施設管理維持
に関すること

　 進学、就職、インターンシップに
関すること、キャリア教育センター
に関すること

カリキュラム（本科・専攻科）、
入試、入試広報に関すること

※学生支援室長併任
課外活動、入学料・授業料免除、
奨学金、学生生活（厚生施設、
保健管理を含む）に関すること

寮務業務、留学生に関すること

総務課長 企画室長

学生課長

総務係

研究協力係

課長補佐
（財務担当）

用度係長

営繕係長

教務係長

学生係長

課長補佐
（総務担当）

学生支援室長

課長補佐

専門職

寮務係長

　

学務事務
グループ員

総務事務
グループ員

財務事務
グループ員

人事係

組織図　

事務部長

学術情報係長

経理係長

 

（出典  事務部資料） 
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資料３−３−２ 

技術教育支援センターの組織および業務内容 

 

 

 

（出典：技術教育支援センター資料） 

 

 

 

 

 

 

○  

 校 長 

技術教育支援センター長 

技術長 

高橋 一英 

副センター長 

技術専門職員 

長谷川 亮 

業務の概要 

センターの企画運営・

研修および財務に関

する業務 

企画運営グループ長 

財務担当 

IT 担当 

技術専門職員 

鳴海 敏治 

業務の概要 

各学科・専攻科および

実習工場支援に関す

る計画調整・運営業務 

教育支援グループ長 

実習工場担当 

技術専門職員 

藤巻 孝之 

業務の概要 

共同利用施設・地域共同

テクノセンターおよび学

術情報教育支援に関す

る計画調整・運営業務 

研究支援グループ長 

学術情報教育担当 

技術専門職員 

岩渕 祐一 

職員研修担当 

技術専門職員 

阿部 努 

企画運営担当 

技術専門職員 

川合 政人 

再雇用職員 

喜多 孝次 

共同利用施設担当 

技術専門職員 

松井 春美 

地域共同 TC 担当 

技術専門職員 

石田 豊 

技術職員 

高田 将一 

再雇用職員 

大森 幸夫 

専攻科支援担当 

技術専門職員 

山崎 伸二 

学科支援担当 

技術専門職員 

寺島 靖仁 

 技術職員 

蛯子 翼 
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資料３−３−３ 

技術教育支援センター支援業務表 

 

技術教育支援センター支援業務表

職員
   所属および
　 主な関連学科

主な専
門分野

主な教育支援業務
共同利用施設
運営管理支援

高橋　一英
技術教育支援セン
ター長
機械工学科

機械
1年機械工作実習・2年機械工作実習・3年機械工作実
習・　　　　　2，3年創造演習ⅡⅢ・1年電気創造ﾃﾞｻﾞｲﾝ

実習工場

長谷川　亮
技術教育支援副セン
ター長
電気電子工学科

電気
3年工学基礎実験Ⅱ・4年工学応用実験Ⅰ・4年創造実
験・　　　　　1，2，3年ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

ネットワーク管理室

鳴海　敏治
企画運営グループ長
情報工学科

情報
1，2，3年ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習・1年情報処理基礎・
2，3，4，5情報工学実験・3年ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信・2，4年創造実
験

ネットワーク管理室

阿部　努
企画運営グループ
機械工学科

機械
1年機械工作実習・2年工作実習・3年工作実習・
2，3年創造演習ⅡⅢ・1年電気創造ﾃﾞｻﾞｲﾝ・1年機械創造
演習

実習工場
電子顕微鏡室

川合　政人
企画運営グループ
機械工学科

機械
1年機械創造演習・2，4年機械設計製図・2，3年創造演
習ⅡⅢ・2年情報処理演習・4年機械工学実験・5年機械
工学実験・　　　　　　　　　　　　専攻科特別実験

創造工房

喜多　幸次
企画運営グループ
電気電子工学科

電気
2年工学基礎実験Ⅰ・2年創造実験・5年工学応用実験
Ⅱ・　　　　　　　1，2，3年ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ・2年デジタル回路Ⅰ・
3年デジタル回路Ⅲ

ネットワーク管理室

藤巻　孝之
教育支援グループ長
機械工学科

機械
1年機械工作実習・2年工作実習・3年工作実習・
2，3年創造演習ⅡⅢ・1年電気創造ﾃﾞｻﾞｲﾝ・4年機械工学
実験

実習工場

山崎　伸二
教育支援グループ
一般科目，機械工学
科

化学 1年情報処理基礎・1，2年一般物理実験・4年応用物理 ネットワーク管理室

寺島　靖仁
教育支援グループ
情報工学科

情報
1，2，3年ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習・1年情報処理基礎・
2，3，4，5年情報工学実験・5年画像情報処理・2，4年創
造実験・　　2年ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｱｰｷﾃｸﾁｬ

ネットワーク管理室

蛯子　翼 環境都市工学科 土木
2年測量実習・4年測量実習
・4年環境都市工学実験・5年環境都市工学実験・

実習工場

岩渕　祐一
研究支援グループ長
環境都市工学科

土木
2年測量実習・3年測量実習
4年環境都市工学実験・5年環境都市工学実験・3年建設
ＣＡＤ・専攻科特別実験

ネットワーク管理室

松井　春美
研究支援グループ
物質工学科

化学
1年基礎化学実験・2年一般化学Ⅱ・2年物質工学実験・
2年物質創造実験・3年物質工学実験Ⅱ・4年機器分析

電子顕微鏡室

石田　豊
研究支援グループ
機械工学科

機械
1年機械工作実習・2年工作実習・3年工作実習・
2，3年創造演習ⅡⅢ・1年電気創造ﾃﾞｻﾞｲﾝ・専攻科特別
実験

実習工場

高田　将一 物質工学科 化学
1年基礎化学実験・2年一般化学Ⅱ・2年物質工学実験・
2年物質創造実験・3年物質工学実験Ⅱ・4年機器分析

電子顕微鏡室

大森　幸夫 研究支援グループ ネットワーク
ネットワーク管理維持管理・共同情報演習室維持管理・
無線ＬＡＮ

ネットワーク管理室
情報処理演習室3室

 

 

（出典：技術教育支援センター資料） 
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資料３－３－４ 

 

技術教育支援センターの研修体制 

 

（出典：技術教育支援センター資料） 

 

 

 

 

技術教育支援センターの研修体制（平成２３年度） 

～平成２３年度の実施～ 

１）平成２３年度独立行政法人国立高等専門学校機構東日本地域高等専門学校技術職員特

別研修会（物質系） 

平成２３年８月３０日～９月１日 

長岡技術科学大学 

参加者：研究支援グループ 松井 春美 技術専門職員 （口頭発表） 

 

２）平成２３年度北海道地区国立大学法人等技術職員研修（システム・情報分野） 

平成２３年８月２９日～３１日 

北海道大学 

参加者：教育支援グループ 寺島 靖仁 技術専門職員 

 

３）第３回高専技術教育発表会 in 木更津 

平成２４年３月５日～６日 

木更津工業高等専門学校 

参加者：教育支援グループ長 藤巻 孝之 技術専門職員 （口頭発表） 

 

４）平成２３年度実験・実習技術研究会 in 神戸 

平成２４年３月１４日 ～ １５日 

神戸大学 

参加者：副センター長 長谷川 亮 技術専門職員 （口頭発表） 

研究支援グループ 石田 豊 技術専門職員 （聴講参加） 

 

５）平成２３年度北海道地区４高専連携による技術職員ＳＤ研修会 

平成２４年３月８日 

函館工業高等専門学校 

参加者：技術教育支援センター職員全員 
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（出典：技術教育支援センター資料） 

 

技術教育支援センターの研修体制（～平成２４年度の実施予定～） 

 

１）平成２４年度独立行政法人国立高等専門学校機構東日本地域高等専門学校技術職員特

別研修会（建設・環境系） 

平成２４年８月２２日～２４日 

長岡技術科学大学 

参加者：研究支援グループ長 岩渕 祐一 技術専門職員 （口頭発表） 

 

２）第４回高専技術教育発表会 in 木更津 

日程：未定 

木更津工業高等専門学校 

参加者：研究支援グループ 石田 豊 技術専門職員 技術専門職員 （口頭発表） 

 

３）平成２４年度愛媛大学総合技術研究会 

平成２５年３月７日～８日 

愛媛大学 

参加者：研究支援グループ 松井 春美 技術専門職員 （口頭発表） 

 

４）平成２４年度北海道地区４高専連携による技術職員ＳＤ研修会 

日程：未定 

苫小牧工業高等専門学校 

参加者：高橋 一英，岩渕 祐一，石田 豊，蛯子 翼，高田 将一 

 

５）平成２４年度初任職員研修会 

平成２４年４月２５日～２７日 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

参加者：蛯子 翼，高田 将一 

 


